
三浦市立南下浦中学校「総合的な学習の時間」の支援
南
下
浦
中
学
校
で
こ
の
学
習
の
時
間
を
『
自
衛
隊
で
行
い
た
い
』
と
希
望
し
た
生

学
習
の
時
間
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須
賀
地
域
事
務
所
（
所
長　

森
越
３
海
佐
）
は
、
２
月

５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
三
浦
市
立
南
下
浦
中
学
校
の
２
年
生
に
対
す
る
総
合
的
な

徒
が
い
た
こ
と
か
ら
昨
年
よ
り
２
年
連
続
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
日
目
の
海
上
自
衛
隊
第
２
術
科
学
校
で
は
潜
水
医
学
実
験
隊
の
潜
水
プ
ー
ル
を

見
学
し
深
い
プ
ー
ル
を
み
て
「
す
ご
い
！
」
と
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
た
。
２
日
目

は
陸
上
自
衛
隊
第
１
１
７
教
育
大
隊
で
行
わ
れ
、
天
幕
設
営
の
研
修
で
は
「
こ
の
天

幕
は
防
火
な
ん
で
す
か
？
」
な
ど
熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

横
須
賀
地
域
事
務
所
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
支
援
な
ど
で
仕
事
と
し
て
自
衛
隊

て
い
る
。

を
考
え
る
機
会
を
重
要
に
と
ら
え
今
後
の
募
集
成
果
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
し

ロープワーク

天幕の中で

１日目

２日目

就職援護フェアに参加

就
職
援
護
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
の
は
、
県
内
外
の
陸
・
海
・
空
自
衛
官
約
２
７

衛
隊
援
護
協
会
が
実
施
す
る
『
令
和
元
年
度
就
職
援
護
フ
ェ
ア
』
に
参
加
し
た
。

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

夏
井
１
海
佐
）
は
、
２
月
１
３
日

（
木
）・
１
４
日
（
金
）
の
両
日
、
久
里
浜
駐
屯
地
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
自

０
名
。
自
衛
隊
を
退
職
後
、
神
奈
川
県
内
で
再
就
職
を
希
望
す
る
隊
員
並
び
に
そ

の
就
職
指
導
を
行
う
中
隊
長
な
ど
が
対
象
で
、
参
加
者
は
更
に
再
就
職
に
向
け
た

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
年
度
も
業
種
説
明
会
が
２
日
間
実
施
さ
れ
、
県
内
の
援
護
協
力
企
業
や
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
就
職
先
企
業
な
ど
約
６
０
社
（
約
１
２
０
名
）
が
ブ
ー
ス
形
式
で
参
加
し
、

企
業
の
採
用
担
当
者
や
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
実
体
験
を
直
接
聞
く
事
が
で
き
る
貴
重
な

た
準
備
の
為
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
再
就
職
先
で
活
躍
す
る
定
年
・

任
期
制
隊
員
の
声
「
Ｏ
Ｂ
が
ん
ば
る
」
や
「
再
就
職
時
の
失
敗
談
」
の
記
事
の
他
、

再
就
職
規
制
並
び
に
資
格
関
連
等
の
記
事
を
掲
示
し
、
多
く
の
隊
員
が
興
味
深
く

注
目
し
て
い
た
。

参
加
隊
員
か
ら
は
、「
再
就
職
に
対
す
る
不
安
が
な
く
な
り
ま
し
た
」「
こ
う
い

っ
た
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
言
っ
た
大
変
貴
重
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
充

実
し
た
就
職
援
護
フ
ェ
ア
と
な
っ
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
「
今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
自
衛
隊
や
雇
用

企
業
と
の
さ
ら
な
る
密
接
な
協
力
関
係
を
保
ち
、
就
職
の
援
助
に
対
す
る
理
解
促

機
会
と
あ
っ
て
、
各
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
退
職
予
定
自
衛
官
等
が
再
就
職
に
向
け

「今後の再就職に向け、民間企業の仕事を知る良い機会に」
進
と
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。


